
　「やってみたいな、でもなんだか恥しいからやめておこう。
でもやっぱりやろうかなぁ。」ともじもじしてしまう私。けれど、
五年生の時、担任の先生や主任の先生の言葉で、私の意識が変
わったことがありました。先生は、クラスのみんなの輝いてい
る姿をプリントで紹介したり、輝いているクラスメートのエピ

ソードを話してくれました。どんな時でも、見てくれて、「郁李さんありがとう。」「みんな
のために動いてくれて頼りになります。」「誰にでも優しくできることは、すばらしいね。」
と声をかけてくれました。
　私は、気分よく家に帰ると、家族に、いつも話をしました。おじいさん、おばあさんも「そ
うかよかったねぇ。」とにっこりほほえみながら、聞いてくれるのが、私は、うれしく自信
を持っていきました。
　言葉は、人を元気にし、温かい気持ちになります。認めてもらえることで、思ってもみ
ない力を発揮することもできます。
　「よし、やってみよう。」と思い私は、五年生の終わりの頃に委員会の委員長に立候補し
ました。六年生の前期に、委員長として、活動することができました。
　私達は、言葉で喜び、言葉で怒り、言葉の力で、人は勇気をもらい、新しい一歩を踏み
出すことができます。このことは、どんな相手から言われても心に伝わります。
　私の七才年下の妹に「お姉ちゃんありがとね。」と言われても温かい気持ちになれます。
　人間にしか、使うことのない言葉。一つの言葉で優しい心になれて、一つの言葉で心が
痛み、悲しくなってしまう。一つ一つの言葉は、相手にどのような事でも伝わってしまい
ます。
　学校やニュースでも、新型コロナウイルス感染者のことで、心ない言葉をかけられてし
まい、ひどく悲しい思いをすることも知りました。だから、私は、人をきずつけるような
言葉を相手に使うことは、したくありません。
　言葉は、とてつもなく、大きな影きょう力があります。私が、経験したように、勇気を
もらえた時のように相手にとって良いことにつながるように使っていきたいと思います。
　「私は、大人になったら、保育士になりたいです。」これは、四年生の時、二分の一成人
式でみんなの前で発表した私の言葉です。今でも、この気持ちは、変わっていません。む
しろ日に日にあこがれが強くなっています。
　誰にでも優しくでき、心が温かくなる言葉をかけていける人になりたいです。そして、
将来の夢を叶えたいという強い気持ちをもって、一歩ずつ前向きに進んでいきたいと思い
ます。

※電話でご確認のうえ、お出かけください。都合により変更する場合がありますので、最新の情報を
加茂医師会ホームページにて確認してください。※途中休憩があります。各医療機関にご確認ください。

保健センターでは、毎月乳幼児健康相談を実施しています。身長の伸びや体重の増えが心配、離乳食がなかな
か進まない、気分転換に誰かと話したいなど、気軽にご相談ください。保健師・栄養士がお待ちしています。
また、助産師相談では、出産・育児についての不安や授乳についてなど産前・産後を通して様々な相談に対応
させていただいています。

救急・急病以外は通常の診療時間内に医療機関を受診くださるようご協力お願いします。

乳幼児健康相談日時（予約制）：毎月第1水曜日（5月・11月は第1木曜日）9：30～11：30・13：30～14：30
助産師相談日時（予約制）：毎月第1水曜日・第3月曜日（5月・11月は第1木曜日、9月は第3火曜日、令和4年3月は第4火曜日）13：30～15：15
場　所：保健センター　　持ち物：母子健康手帳、バスタオル
【乳幼児健康相談予約・問い合わせ】保健センター　☎26-7201
【助産師相談予約・問い合わせ】子育て包括支援センター　☎26 -7113

自殺を考える人は「死ぬしかない」と視野が狭くなっていたり、「孤立している」と感じています。
大切な人の命を守るために、できることから実施してみましょう。

女性が生涯を通じて健康で明るく、充実した日々を自立して過ごすことを支援するため、毎年3月1日～8日ま
でを「女性の健康週間」と定め、女性の健康づくりを国民運動として展開しています。
この機会にご自身の健康について考えてみませんか。町では毎年 9月から1月の間に、女性のための乳がん・
子宮頸がん検診を実施しています。乳がん検診は40歳以上の方、子宮頸がん検診は20歳以上の方を対象に
2年に1度の受診をお勧めしています。今年度の検診は終了しましたが、令和3年度の検診の詳細については、
広報または個別案内でおしらせします。また、ご不明な点は保健センターまでお問い合わせください。

＜家族や周囲の方の自殺を防ぐためのポイント＞
〇気づき：家族や仲間の変化に気づいて、「眠れていますか？」など声をかけましょう。
〇傾　聴：悩みを話してくれたら、本人の気持ちを尊重し、時間をかけてできる限り傾聴しましょう。
〇つなぎ：相談を受けた側も、一人で抱え込まず、早めに専門機関の相談につなげましょう。
〇見守り：温かく寄り添いながら、あせらずじっくりと見守りましょう。


